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荒川 正昭 (新潟東学第二内科)

小児期に発症 し,パルス療法が有効であった全身性エ

り十一日､-∴十八 汀J､f:sl.tミ1J)男性 こi例を経費十二一.

症例 1:1ニ1歳.男性.昭和61午､SL.1工発症.蚤白味､

抗 l)N∧ 抗体高値,低補体価Jリこれ べ′L'く療法を1)

発症▲ループス肺炎のため,パルス療法を3タ--ル行っ

-//_.症例3:14歳.男性.平成元年,SuI,発症.､く:.;-

l】(卜減駁時に.発熱.U陛潰癌が出現 し,補体価も減

少したため,パルス療法を3タ-ル行った.3例食倒が

軽快した.【考案】小児期発症 SLEの予後は成人例よ

吟不良で,男性 SLEの予後も女性に比べて不良である.

新潟大学第二内科に入院 した Slノfl:220例ても,死亡率

は,女性 且6.5%,男性23.5%であった,予後不良の小

児SLEでは,近年,磯榛的にパルス療法が行われ,高

じ､有効性が示唆されている.また,畢期をこステロイド減

魔が可能であることから∴復学の薗からのメリットも指

摘されている. しかし.′こ,Lス頼法には,範鴇左副作用

も九lt)れ 特に,感染症は大きな問題てある.当村でも,

･こJLス瞭法を行-1､た22例小,感染症が12例iこもられ ･')
で,2例が感染症死しているこL:L_かi､-.私達は､その適用

には憐霧であるべきと考えている.

2)皮膚ア ミロイ ド-シスを合併した小児皮膚
筋炎の最期観察例

松村 剛- (新潟大学皮膚科)

小児皮膚筋炎は症状および予後が成人と著 しく異なる

とされている.今回,小児皮膚筋炎として発症 し.後に

ほは全身の皮膚に著明な苔癖化病巣を形成 し.その皮疹

部をこアミロイ ドの沈着を認め,Ⅰ宮E値の異常な高値を

伴う特異な症例を報告 した.

症例 :21才.女性.6歳時よi)両側頬部に浮腫惟暗紅

色の皮疹が出現,8歳時,皮疹は四肢をこ拡丸 筋力低下

も出現し小児皮膚筋炎と診断された.威力低下は,2年

間のステロイ ドの全身投与により改善 した.しかし皮疹

は漸次拡充し2及歳時再来 した.再来時,全身に著明な蕃

癖化病巣がありす側頭部の脱も 額,管,四肢に多数の

石既化結節を認めた. また,小人症も認めた.rgE値

31.82/llL仁mlと異常な高値を示Lた.皮疹部tJ)組織像

では,嚢慮直下と寮庶上層をこ多塵のアミロイドの沈着を

認めた.このアミロイドは抗ケラチソ抗体陽性で表皮由

来であると思われた,

3日 j＼児 SIJE の症状 と特徴をこついて
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小川 淳 書堺 蔑 ft新潟大学小児科)

1965--1990年に経験 した SLE小児は26例であり,

男児5例日9%,女児21例 :81%であった.発症年齢は

3歳からみられたが,3-8歳の8例は全て女児であっ

た.

初発症状は発熱 :73.100.蝶形紅斑 :61.5Oi､∴軌J~1

煤:lll).000.関節痛 :▲Il2.300.痩轡 :こ3O.Toll.L(ノ･-

現象:7.7%であり,成人例の報告に比べ激烈であると

いうことはなかった.

初期症状のみでは SLE診断基準を満たさなかった症

例は6頗巨23%で,症状がそろうまでの期間は4カ月～

3年5カ月 :平均2年3カ月であった,

発見の牽顔としては,80%の症例が急性発症であった

が,20%の患児は学校検尿などにより尿鼎常を指摘され

たことを契機をこして SLE と診断された,学校検尿例は

発熱などの急性症状を欠き,昧形紅旗も究めて軽度であっ

たが,腎生検所見は4例が頑健性増殖性ループス腎炎で

あり,4例とも経過車にネプロ-ゼ症候群を豊した.

19日()年以降に診断 Lた11例中l岬りには,治墳初期ま

たは経過中から血凍交換療法を施行 した.最期的な臨床

効果に〆端､では閣療法の持続の程度が異なるため判断は

困難であるが,短期的には蛋白尿の軽減 書消失が速やか

であり,腎組織所見の改善も得られた,

死亡例は7例 :26.9%であり,4例は腎不全をこ感染 や

神経症状を合併 していた.ステロイド剤の副作用 (水痘,

肺炎)や間質性肺炎による急死例 もあったが,1980年

以降は腎不全に凝固異常を合併 し,血祭交換 ･透析を含

めた種々の治療に抵抗 した 1例のみで予後の改善は著し

いものと考えた,


